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シリコン塗布による材端部の乾燥割れ抑制効果  

 
１  背景・目的  

木材は、外気に触れている部位から乾燥が進行するが、特に材の端部

（木口面 ）からの乾燥速度が大きい。そのため、心持ち柱材のように髄を含

んで長さのある木材を人工乾燥すると、材端部で割れが発生しやすい。そ

こで、乾燥前にスギ柱材の両端部にシリコンシーラントを塗布 し、材端部の

急速な乾燥を防ぐことで割れの発生を抑えることが可能か検討する。  
 

２  技術のポイント  

(1 )  乾燥する温度に対応したシリコンシーラントを使用する（図 1） 。  

(2 )  材端部のシリコン塗布は木材が露出しないよう、木口面全面を覆うこと

が重要である（図 1） 。  

 (3 )  材端部にシリコンシーラントを塗布することで、材端から 50cm までは木

口断面に発生する割れの抑制効果を期待できる（図 2） 。  
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

３  成果の活用と残された問題点  

(1 )  木口面の割れが許容できない木材に有効である。  

(2 )  短時間に低コストで塗布する方法を検討する必要がある。  

(3 )  材端部の乾燥速度をさらに緩慢にするには、より透湿性の低い被覆

剤が必要である。  
 
 
 

問合先：資源開発部  TEL 076-273-1873 

担当者：松元  浩  
 

※ 本 研究 は、 林野 庁補 助 事業 「令 和 2 年度 合 板・ 製材 ・集 成材 国 際競 争力 強

化 ・ 輸出 促進 対策 の う ち CLT 建築 実 証支援 事 業の うち CLT 等木 質 建築 部材 技

術 開 発・ 普及 事業 」の 支 援に より 行っ た。  
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図 1 材端部にシリコン塗布した  

木材とシリコンシーラント  

  

図 2 材端からの距離と割れ長さ  
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* ： 有 意 水 準 5％ で差 あり  

* * ： 有 意 水 準 1％ で差 あり  


